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  過去の報告でわれわれは、吸入麻酔薬として一般的に使用されているセボフルランの 







 研究方法   
 







  Naïve 群、セボフルラン暴露群、セボフルラン暴露下での手術群、デクスメデトミジ 
  ン群（セボフルラン暴露下での手術前にデクスメデトミジンを投与）の４群に分類し、 
   












qRT–PCR の結果では、海馬における Mapt の発現量は手術群において有意に増大し 
た。（手術群2.60  ±  0.77、Naïve 群1.00 ± 0.11、セボフルラン暴露群0.77 ± 0.28 [mean fold    
  change ± SD]. p < 0.01） 
またデクスメデトミジン投与群では、手術侵襲で増大した Mapt 発現量が有意に低下 
した。(0.88 ± 0.32, p < 0.01). 
 
  バーンズメイズ試験の結果では、麻酔・手術侵襲によりターゲットボックス認知まで 
  の時間が延長したものの、デクスメデトミジン投与によって認知時間の延長が抑制さ 
  れた。 





  本研究より、デクスメデトミジンは、セボフルラン麻酔下での手術侵襲が原因とされ 




    簡潔に要約すること。 
   ２ 報告番号は記入しないこと。 




平成 30 年 3 月 12 日提出               （平成 30 年 3 月 31 日授与） 






担 当 者 
主査 山蔭 道明  副査 長峯 隆 教授 
副査 川原田 修義 教授 委員 石合 純夫 教授 
 
論文題名 
Dexmedetomidine attenuates sevoflurane/surgery-induced cognitive deficits and 

















かつ、高齢手術マウスの海馬における Mapt 発現を抑制することを発見した。 
本研究を通して、POCD 発症時の mRNA(メッセンジャーRNA)変化を明らかにすることにより、
機序解明の一端に迫ることができたと考える。 
本研究の内容は、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
 
